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一方、 LatentSemantic Analysis( 潜在意味分析、以下 LSA) は文章自動採点へ応用されている。












約文 1 の調査は文章 1 (恐竜を探る)を使用し、仙台青葉学院短期大学の 52 名の日本人大学 1 年
生を実施の対象者として行った。要約文 2 の調査は文章 2 (人類が滅びるか)を使用し、東北学院
大学の 57 名の日本人大学 1 年生を実施の対象者として行った。日本語教師による採点結果と比較
することによって本システムの評価を行った。その結果は、文章 1 は、システムによる採点結果





























牛郷氏の博士論文の最終審査は 2010 年 2 月 8 日午後 6 時から審査委員 3 名の出席の上、文学研















功している。筆者はまた C 言語を用い、一連のコンビュータによる要約採点のシステムを Windows
98 以上の環境において構築している。このシステムは筆者の更なるこの分野における研究に大き
く貢献するものであり、さらに将来、日本文の要約技能の評価および訓練等にスタンダードとし
て用いられることが大いに期待できる。
本論文をとおして筆者は米国で主になされてきた LSA を日本語の言語教育の分野に応用するこ
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とに成功している。その貢献はきわめて独自なものであり、創造的なものである。本論文に用い
られた LSA という分析方法を今後さらに学会での発表をとおして普及していくことにより、筆者
はこの分野における研究の先導的立場を占めることができるであろう。そのスターティングポイ
ントに相応しい画期的な論文であると思う。
以上の審査結果を総合し、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格とみとめる。
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